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1 はじめに

個人単位でワークステーションが普及するにつれ，震Z子メーJレはコ
ミュニケーションの一手段として定議しつつある.このような状況では

電子メール作成の手間，また受け取った稜子メールの取捨選択，整理な

どの手間は無様できないほど大きくなってきている.

電子メーJレに対する言十雲客機による自動処理の研究として Maloneらの

Object Lens[1Jがある.Object Lensでは宝章子メールの作成における支

援や受け取った電子メールの処遼などの一般的機能を焚供しており，そ

れらの機能の活用はそれを使用する各個人に任されている.

しかし，グループを単位として行なわれる対話を考えた場合，現状で

は各傍人によって向ーメールに対する処澄がまちまちになった場合，グ

ループ会体として統一のとれた処理を行なうということが緩しいといっ

た問怒がある.そこでグループ毎に共通した処理を周:ra:し，各人がそれ

らを容易に活用できる手段を用窓することが有効であると考えられる.

2 筒連研究

既存のシステムの多くは，処理ルーjレを定義し，用いることで処理の

自動化を行なっている.処理ルールとは電子メーJレに対して行なう処

理の内容を手続きとして記述したもので，一般的に fif条件 thenアク

ションjという形式で記述される.システムは処理Jレールの内容に従っ

て動作し，メーJレの配送や分類・消去などを行なう.

グループでこれらのシステムを運用する場合，そのグループ内で共通

に行なわれる処理について，処理ルールを共有することが有効である.

これまで，処理Jレールを共有する滋子メールを使用したメールシステ

ムとしては， Brow凶e[2Jなどがある.Brownieでは，よ記のような if

-then形式のルールを持っており，処理ルールの共有方法は UNIXの

NFSマウントによって複数のマシン関で共通のデータを保持している.

しかし，これでは NFSマウントできる範閣でのみでしか利用すること

が由来ないということになる.

3 共有機構

今回焚索するメールシステムでは，処選Jレーlレなどをー箇所で管理E・
配送するためのサーバシステムを霞くことでこれらの共有を実現する.

またメーjレのメッセージ部分にはInformationLens[3]にて縫喝された

半檎途化メッセージを採用する.半構造化メッセージは，

・複数のフィーJレド(数値や文字列，非構造のテキストなど)から機

成される

・フィールドの構成によりさまざまなタイプに議事別できる

という特徴を持つ.

ここでは半構造化メッセージの構造をテンプレートと呼ぶ.処理Jレー

ルは各テンプレートに対して定義される.処理JレールではメーJレの祝送

処llIl，移動，削徐，転送などのメールの整理，クラス管理サーバに対す

る検索依綴などが記述可能である.テンプレートと処理ルーjレを合わせ

たものをクラスと呼ぴ，階層的な定義により lレールやメッセージ構造の

議室承利用が可能である.

本システムI:l:，クラスを管理する「クラス管理サーバJと，サーバか
らクラス情報を入手して実際にメールを処理する「メールドライパJか
ら檎成される.クラス定義情報はサーバが保持し，クライアントの必要

に応、じてf去途される

4 システムの試作

上記のモデルに基づいて共有を行なうメール処理システム TBMSを

試作した.TBMSは既存の電子メールとの共存を考慮し， UNIX上の

電子メール [4]のよに構築される. TBMSではクラス定義の共有機構

lllJ 1: TBMSの概略図

に加えてマクロ定義の機構を持ち，定型化されたメーJレの内容にマクロ

を俊淘することが出来る.マクロ定義はクラス定義と向機の仕組みに

よって共有することが可能である.例えばソフトウェア関発の支援にこ

のシステムを利用する際，プロダクトの名称からそれを開発しているメ

ンバー全員のメールアドレスや，使用されるソースコードの爽際のファ

イル名やディレクトリ名に置換することができる.このように，半構造

化メッセージ部分を抽象的に記述でき，またグループ間有の情報を正磯

に反映させることが出来る.

Message_Class: BugReport 
Topic: パグを発見しました
Reporter: Matsushi阻
Module: modulel 
State: found 
Detail:起動直後の後初の
処理が必ず失敗する

if($Field ( 'S祖胞・)eq 'found') ( 
&DBopen; 
&Send( 
&DBfetch("$Field( ・Module')一Mgr"))~
&Send( 
.scDBfetch("$Field( 'Module')山Usr"));
&DBclose; ) 
if($Field('S同胞')eq 'Fixed') ( 
&DBopen; 
&Send( 
&DBfe位h("$Field('Module') _ Usr")); 
&DBclo田;)

(吋メッセージ本体 (b)処稜JレーJレ

図2:半構造化メッセージと処理ルーjレの例

5 まとめ

本システムにより，電子メーJレに対する自動処還を行なう際に，グ

ループ単位での処理Jレールの共有化が可能となり，グループ内での均一

なサーピス後供をすることが可能となる.

今後の繰怒としては，複数のグループ聞におけるクラス定畿の共有機

檎について考察し，また共有JレーJレの記述を行なって，これらを用いた

システムを遂用L，評価を行なっていくことを考えている
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